
議
員
代
表
者
変
更
の

お
知
ら
せ

議
員城

川
　
隆
氏

横
浜
ゴ
ム
株
式
会
社 

平
塚
製
造
所

平
塚
製
造
所
長

議
員市

川
公
久
氏

湘
南
造
園
株
式
会
社

常
務
取
締
役

議
員今

井
雅
之
氏

神
奈
川
中
央
交
通
株
式
会
社

取
締
役
　
専
務
執
行
役
員

平
塚
駅
周
辺
再
開
発

　
　
　
　
　
構
想
会
議
を
開
催
‼

平
塚
駅
周
辺
再
開
発

　
　
　
　
　
構
想
会
議
を
開
催
‼

　

去
る
令
和
４
年
５
月
12
日
㈭

に
平
塚
商
工
会
議
所
ま
ち
づ
く

り
総
合
政
策
会
議　

再
開
発
・

交
通
分
科
会
（
白
石
担
当
副
会

頭
、
嶋
田
幹
事
）
を
中
心
に
商

工
会
議
所
正
副
会
頭
、
駅
周
辺

の
地
権
者
・
金
融
機
関
・
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
・
行
政
関
係
者
を

交
え
、
第
１
回
平
塚
駅
周
辺
再

開
発
構
想
会
議
と
称
し
開
催
し

た
。
冒
頭
、
常
盤
会
頭
は
挨
拶

の
中
で
分
科
会
の
設
立
背
景
や

近
隣
市
の
現
状
に
つ
い
て
ふ
れ
、

平
塚
駅
前
等
に
つ
い
て
も
危
機

感
を
持
ち
、
次
世
代
に
引
き
継

げ
る
環
境
整
備
を
今
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。

　

白
石
副
会
頭
の
進
行
に
よ
り
、

本
会
議
は
平
塚
駅
前
の
未
来
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
自
由
な
意
見
を
集
め
、
現
状

の
課
題
抽
出
や
関
係
者
の
連
携

強
化
、
再
開
発
の
機
運
を
盛
り

上
げ
る
こ
と
と
主
旨
説
明
が
あ

り
、
出
席
者
の
自
己
紹
介
及
び

近
隣
各
駅
周
辺
の
再
開
発
の
状

況
報
告
の
後
、
意
見
交
換
を
行

っ
た
。
地
権
者
か
ら
は
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
駅
前
の
現
状
や
諸

課
題
に
つ
い
て
、
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
か
ら
は
近
隣
市
の
事
例
紹

介
、
金
融
機
関
か
ら
は
他
都
市

と
平
塚
市
の
比
較
、
行
政
か
ら

は
今
後
の
平
塚
市
の
取
組
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
人
口
減
少
時
代
に
入

っ
て
い
る
。
平
塚
市
は
人
口
を

維
持
し
て
い
る
。
再
開
発
や
街

づ
く
り
を
す
る
う
え
で
、
若
い

世
代
の
住
み
や
す
い
環
境
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
」「
平

塚
は
良
い
コ
ン
テ
ン
ツ
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は

高
い
と
思
う
。
住
環
境
も
良
い

も
の
が
あ
る
の
で
、
単
に
箱
物

の
建
替
え
に
よ
る
再
開
発
で
は

な
く
、
人
口
を
増
や
し
て
い
け

る
よ
う
な
開
発
に
で
き
れ
ば
良

い
の
で
は
」「
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

の
方
々
の
生
の
声
が
聞
け
る
こ

と
が
重
要
。
何
が
必
要
で
何
が

課
題
な
の
か
を
整
理
し
て
、
そ

れ
が
実
現
可
能
な
の
か
議
論
す

る
こ
と
が
必
要
。
平
塚
ら
し
さ

で
都
市
間
競
争
に
勝
っ
て
い
く

こ
と
を
目
標
と
し
た
い
」
と
い

っ
た
積
極
的
な
意
見
が
出
た
。

白
石
副
会
頭
よ
り
今
後
も
継
続

し
て
会
議
の
場
を
設
け
平
塚
の

将
来
構
想
を
描
け
る
よ
う
な
も

の
に
す
る
た
め
に
、
情
報
共
有

や
諸
課
題
の
検
討
を
行
い
た
い

と
の
発
言
に
、
多
く
の
参
加
者

か
ら
賛
同
を
頂
き
、
と
て
も
有

意
義
な
場
と
な
っ
た
。

　

本
会
議
は
今
後
も
継
続
し
て

開
催
致
し
ま
す
。
平
塚
駅
周
辺

再
開
発
に
つ
い
て
ご
意
見
等
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
平
塚
商
工
会
議

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市制施行90周年記念第70回
７月８日㈮～10日㈰３年ぶりに開催!!

　今年は、日本一といわれる大型の七夕飾りの掲出を主体とした３年ぶりの開催とし、新型コロナウイル
ス感染症防止を徹底した、安心・安全な七夕まつりの開催を目指します。また、感染症の拡大防止のため、
県外からの来場者の自粛を呼び掛けて行います。

第70回開催の特徴
七夕飾り
湘南スターモール（東海道本通り）に大型の七夕飾りを掲
出し、紅谷パールロードについても七夕飾りを掲出しま
す。また、紅谷町まちかど広場に子供飾りを掲出します。

露店関係
飲食を伴う露店出店は不可となります。店先等での仮設
出店等も不可となります。

交通関係
湘南スターモール（東海道本通り）と紅谷パールロードは
終日車両通行止めとなります。海岸南中線（プラザロー
ド）の車両通行止めは実施しません。

感染防止対策
●案内所等への手指消毒液の設置
●マスク着用、手指消毒、密集回避等の呼びかけ
●食べ歩き禁止の呼びかけ

●開催エリアを縮小するとともに、七夕飾り、露店、イ
ベントの各エリアを分散
●七夕飾りエリア内は、来場者の片側一方通行を行うな
ど、密集回避や感染防止対策を行います。

第70回湘南ひらつか織り姫
３月19日㈯に湘南ひらつか七夕まつり織り姫セレクショ
ンを開催し、３名が選ばれました。
写真向かって左から、小林
絵里菜さん、篠崎伽帆さん、
増尾彩佳さん、３名は七夕
まつりはもとより、これか
ら１年間、平塚市の公式行
事に参加し、市のＰＲとイ
メージアップに努めます。

※開催時間・イベントについては、湘南ひらつか七夕まつり公式ホー
　ムページで内容をご確認いただいてからお越しください。
　URL　http://www.tanabata-hiratsuka.com/
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Planning
&

Design鹿島学園高等学校・鹿島山北高等学校
連携サポート校

KG高等学院 平塚キャンパス

広域通信制（単位制）高等学校

紅谷町10－12（平塚駅西口徒歩３分）

KG高等学院 平塚キャンパス

鹿島学園高等学校・鹿島山北高等学校

紅谷町10－12（平塚駅西口徒歩３分）
☎0463－22－4647☎0463－22－4647

働きながら、高卒資格を取ろう！

連携サポート校

～変えられるのは、未来と自分～
広域通信制（単位制）高等学校

検索KG高等学院　平塚

【事業概要】
■開　催　日：原則毎週：火曜日・木曜日・金曜日の週３回
■開催時間：9時30分から16時30分

（12：00～13：00を除く）
■相談時間：1時間単位
■会　　場：平塚商工会議所 相談室
■専　門　家：中小企業診断士
■予約方法：お電話で受付いたします。

中小企業相談所
TEL 0463－22－2511・2512

■費　　用：無料でご相談ができます。

専門相談をご利用下さい！
経営上の課題やトラブル！まずは相談してみては
商工会議所は地域の経営者をバックアップします！

※ご相談は予約制となっております。事前にお申込み下さい。

法律相談
●弁護士●

毎月第1.3月曜日13：30～

税務相談
●税理士●

毎月第2金曜日13：30～

特許相談
●弁理士●

毎月第1水曜日13：30～

事業承継相談
随時開催

受発注・取引斡旋相談
随時開催

製造・技術相談
●技術士●
随時開催

労務（働き方改革）相談
●社会保険労務士●

随時開催

●契約書・債権回収・損害賠償・その
他事業に係る法的な相談

●法人・個人事業主の確定申告・決
算・経理処理・その他税務に関する
相談

●特許・実用新案・意匠権・商標権に
関するご相談

●神奈川県事業承継ネットワークに
よる相談・専門家を派遣いたしま
す。

●品質管理等の製造工程改善
●製品開発・研究課題へのアドバイス
●ものづくり現場の課題解決に向け
た相談

●人事・労務管理・働き方改革のアド
バイス

●賃金制度・就業規則等のアドバイス

●新規取引先を紹介してほしい
●神奈川県産業振興センターの相談
員が伺います

事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業

一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
新
た
な
事
業
転
換
！

施
策
の
活
用
方
法
や
補
助
金
申
請
支
援
を
実
施
！

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
支
援
施
策
活
用
・
事
業

再
起
よ
ろ
ず
相
談
窓
口
」
を
開
設
中
！

化
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の

影
響
や
最
低
賃
金
引
上
げ
、
デ
ジ
タ
ル

化
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
等
の
対
応

と
い
っ
た
事
業
環
境
変
化
に
よ
る
影
響

を
受
け
る
中
小
・
小
規
模
事
業
者
か
ら

の
経
営
相
談
や
各
種
申
請
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

専
門
家
・
当
所
経
営
指
導
員
に
よ
る

伴
走
支
援
に
よ
り
、
課
題
解
決
か
ら
事

業
の
継
続
、
そ
し
て
経
営
発
達
支
援
に

繋
が
る
よ
う
な
経
営
相
談
や
事
業
転

換
・
創
業
相
談
の
窓
口
を
開
設
し
て
お

り
ま
す
。
ご
相
談
を
ご
希
望
の
際
は
、

事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
ご
予
約
下
さ

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

平
塚
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

平
塚
商
工
会
議
所
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
た
め
の
経

営
相
談
体
制
の
強
化
を
図
り
、
事
業
再

起
よ
ろ
ず
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
お
り

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延
に

よ
り
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を

取
り
巻
く
事
業
環
境
が
大
き
く
変
化
す

る
中
で
、
経
営
の
方
向
性
を
見
極
め
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
環
境
下
で
生
産
性
の
向

上
・
事
業
継
続
・
販
路
拡
大
等
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
は
経
営
者
自
身
が
変

市
内
か
ら
18
事
業
所
・
29
名
が
参
加

開
催
報
告

後
、
名
刺
交
換
や
身
だ
し
な
み
等
、
社

会
人
と
し
て
の
所
作
や
話
し
方
に
つ
い

て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
て
実
践
形
式
の

研
修
を
行
っ
た
。
受
講
者
か
ら
は
、「
会

社
は
違
う
が
同
じ
新
入
社
員
と
い
う
立

場
で
話
し
合
い
な
が
ら
セ
ミ
ナ
ー
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
た
。」「
社
会
人
と
し

て
仕
事
を
し
て
い
く
為
に
大
切
な
事
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。」
と
の
声
が
あ

り
有
意
義
な
研
修
と
な
っ
た
。

　

去
る
４
月
７
日
㈭
、
平
塚
商
工
会
議

所
大
ホ
ー
ル
に
於
い
て
「
令
和
４
年
度

合
同
入
社
式
・
新
入
社
員
教
育
セ
ミ
ナ

ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

多
数
採
用
を
行
う
大
企
業
と
は
異
な

り
、
自
社
で
の
入
社
式
の
開
催
が
難
し

い
中
小
企
業
に
お
い
て
、
地
域
経
済
の

一
翼
を
担
う
新
入
社
員
を
地
域
を
あ
げ

て
祝
福
、
激
励
し
た
い
と
の
思
い
か
ら

昨
年
に
つ
づ
き
合
同
入
社
式
と
新
入
社

員
教
育
セ
ミ
ナ
ー
を
二
部
構

成
で
行
っ
た
。

　

今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響

を
う
け
、
規
模
を
縮
小
し
午

後
か
ら
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

当
日
は
真
新
し
い
ス
ー
ツ

に
身
を
包
ん
だ
新
社
会
人
29

名
が
参
加
。
入
社
式
で
は
常

盤
会
頭
を
は
じ
め
、
落
合
克

宏
市
長
よ
り
激
励
の
こ
と
ば

を
い
た
だ
き
、
緊
張
し
た
面

持
ち
の
参
加
者
は
真
剣
に
聞

き
入
っ
て
い
た
。

　

第
二
部
の
新
入
社
員
教
育

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
湘
南
話
し

方
セ
ン
タ
ー
の
遠
藤
智
美
氏

に
ご
講
義
い
た
だ
き
、
社
会

人
と
し
て
の
心
得
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
い
た

令
和
４
年
度
合
同
入
社
式
・

新
入
社
員
教
育
セ
ミ
ナ
ー
開
催

２

平塚商工だより　第703号　令和４年６月１日㈬



紙面広告掲載企業募集中

【問合せ】総務課  TEL 22－2510

税理士法人あおば 湘南支店
https://aoba-tax-shonan.tkcnf.com/

土曜日も無料相談（要予約）実施中！！

TKC全国会所属

平塚市八重咲町７－２５ 八重咲大木ビル２０１号
TEL：0463-79-5271 FAX:0463-79-5261

相続、創業、経営改善、融資相談、補助金申請、税金の事
一人で悩まずに税理士へ相談してみませんか？

検索経営セーフティ共済

経営セーフティ共済のご案内経営セーフティ共済のご案内
～中小企業倒産防止共済制度～

経営セーフティ共済は、取引先事業者の倒産の影響を受けて、中小企業が連鎖倒産や経営難に陥ることを防止するための共済制度です。
■加入資格
１年以上継続して事業を行っている中小企業者で条件に該当す
る方です。

■制度の特色
❶掛金は税法上、法人の場合は損金、個人の場合は必要経費に
算入できます。

❷解約はいつでも可能です。（12か月未満は掛捨てです）
❸もし、取引先が倒産した場合、掛金の積立金の10倍の範囲内
（最高8,000万円）で被害額相当の貸付が受けられます。
❹共済金の借入条件は無担保、無保証人です。
　（最初の６か月は据え置き）元金均等返済。ただし、共済金の
1/10に相当する額は、掛金総額から控除されます。

❺取引先事業者に倒産が生じていなくても、急に資金が必要と
なった場合、解約手当金の範囲内で貸付けが受けられる「一
時貸付金」の制度があります。

■掛金
掛金月額は、５千円～20万円までの範囲（5,000円刻み）で自由
に選べ、掛金総額800万円になるまで積み立てられます。

【お問合せ先】
平塚商工会議所 経営支援課　℡0463-22-2511
（独）中小企業基盤整備機構　℡050-5541-7171

（共済相談室）

検索小規模企業共済

小規模企業共済制度のご案内小規模企業共済制度のご案内
～小規模企業の経営者のための退職金制度～

小規模企業共済制度は、個人事業主（共同経営者含む）または会社などの役員の方が事業をやめられたり退職されたりした
場合に、生活の安定や事業の再建を図るための資金をあらかじめ準備しておくための公的な共済制度です。

■加入資格
常時使用する従業員の数が20名以下（商業、サービス業は5名以
下）の個人事業主や共同経営者、会社等の役員の方が対象です。

■制度の特色
❶掛金は全額が課税対象所得から控除となり節税効果があり
ます。

❷共済金は「退職所得扱い」または「公的年金等の雑所得扱い」
となり、税制面でも優遇されています。

❸一定の資格を有する方は、納付した掛金の範囲内で事業資金
等の貸付制度を利用できます。

■掛金
掛金月額は１千円～７万円までの範囲（500円単位）で自由に設
定できます。加入後も掛金月額は増額・減額できます。

【お問合せ先】
平塚商工会議所 経営支援課  ℡ 0463-22-2511
（独）中小企業基盤整備機構  ℡ 050-5541-7171

（共済相談室）

特定退職金共済制度のご案内特定退職金共済制度のご案内
～企業も従業員も将来安心な退職金共済制度～

中小企業が従業員の確保と定着を図れるように毎月定額の掛金を支払うだけで将来支払うべき退職金を計画的に準備できる
よう設けられた退職金制度です。
■加入資格
当商工会議所の地区内にある事業主（事業所）であれば、誰でも
従業員（専従者控除の対象者を除く）を加入させることができ
ます。
ただし、加入できる従業員は満15歳以上85歳未満に限ります。

■制度の特色
❶掛金は１人月額30,000円まで非課税です。
❷過去勤務期間の通算の取扱ができます。
過去勤務期間通算―最高10年間、過去勤務通算口数―最高22口

❸この制度を採用することにより、退職金制度が容易に確立出
来ます。

❹毎月定額の掛金を支払うことにより将来支払うべき退職金
を計画的に準備できます。

❺中小企業退職金共済制度との重複加入も認められます。
ただし、他の特定退職金共済制度との重複加入は認められません。

■掛金
❶掛金月額は１人１口1,000円で、最高30口まで加入できます。
❷口数の増加はお申出により、30口を限度として加入口数を
増加させることができます。

【お問合せ先】
平塚商工会議所 総務課 業務担当  ℡ 0463-22-2510
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女

性

会

だ

よ

り

令
和
４
年
度
総
会

●
令
和
４
年
４
月
20
日
㈬

　

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
神
奈
中
平
塚

　

第
１
部
の
総
会
は
、
落
合
市
長
、
常
盤

会
頭
、
長
谷
川
専
務
、
青
年
部
水
島
会
長
、

同
杉
山
専
務
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、
会

員
30
名
参
加
の
も
と
開
催
致
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
３
年
ぶ
り
に
七
夕
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
鳥
山
会

長
か
ら
は
、
感
染
に
は
引
き
続
き
万
全
の

注
意
を
払
い
つ
つ
、
女
性
会
の
活
動
を
パ

ワ
フ
ル
に
推
進
し
て
い
く
と
い
う
力
強
い

決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和

３
年
度
の
活
動
報
告
、
令
和
４
年
度
の
事

業
計
画
が
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
、

令
和
３
年
度
で
終
了
と
な
っ
た
エ
コ
キ
ャ

ッ
プ
回
収
事
業
の
最
終
報
告
も
な
さ
れ
ま

し
た
。
改
め
て
本
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
し
て
、
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
よ
り
、
各
地
女
性
会
の
活
動
功
労

者
と
し
て
、
太
田
映
子
会
員
と
宮
川
恵
美

子
会
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
第
２
部
で
は
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
グ
ロ
ー
ス
ポ
ー
ト
代
表
理
事
の
安

池
則
子
様
よ
り
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安

全
に
使
え
る
ア
プ
リ
と
は
」
と
の
テ
ー
マ

で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
師
の
安

池
様
は
、Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
で
活
躍
し
た
経

験
を
生
か
し
、
地
域
企
業
や
団
体
に
役
立

つ
ア
プ
リ
の
開
発
普
及
な
ど
を
推
進
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
企
業
活
動
、
社

会
活
動
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の

関
わ
り
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
女
性
会
に
と
っ
て
も
重
要
な
テ
ー
マ

で
あ
り
、
安
池
様
に
は
こ
れ
を
身
近
な
切

り
口
か
ら
楽
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
の
ラ
イ
ブ
中

継
も
あ
り
、
ネ
ッ
ト
時
代
を
感
じ
ら
れ

る
、
刺
激
の
あ
る
講
演
会
と
な
り
ま
し

た
。　

　

そ
の
後
の
交
流
会
で
は
、
お
茶
と
ケ
ー

キ
を
味
わ
い
な
が
ら
、
久
し
ぶ
り
に
会
員

同
士
で
懇
談
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

総
会
開
催
前
の
時
間
帯
に
は
、
河
野
太

郎
衆
議
院
議
員
が
忙
し
い
公
務
の
合
間
を

縫
っ
て
ご
挨
拶
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
る

な
ど
、
久
々
に
様
々
な
顔
ぶ
れ
と
触
れ
合

う
こ
と
が
で
き
た
１
日
で
し
た
。

【
担
当
】
経
営
支
援
課  

22―

２
５
１
１

青

年

部

だ

よ

り

　

令
和
４
年
４
月
19
日
㈫
に
ホ
テ
ル
「
サ

ン
・
ラ
イ
フ
ガ
ー
デ
ン
」
に
て
、
平
塚
商

工
会
議
所
青
年
部
４
月
定
例
会
第
33
回
通

常
会
員
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
に
衆
議
院
議
員 

河
野
太
郎
様
、

平
塚
市
長 

落
合
克
宏
様
、
公
益
社
団
法

人　

平
塚
青
年
会
議
所 

理
事
長 

花
田
慎

介
様
、
神
奈
川
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連

合
会 

会
長 

柴
田
健
介
様
、
平
塚
商
工
会

議
所 

会
頭 

常
盤
卓
嗣
様
、
平
塚
商
工
会

議
所
女
性
会 

会
長 

鳥
山
優
子
様
、
平
塚

Ｙ
Ｅ
Ｇ
マ
ス
タ
ー
会 

会
長 

小
泉
光
一
郎 

様
に
臨
席
を
賜
り
、
会
員
、Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
含
め
参
加
者
１
０
５
名
、
委

任
状
提
出
15
名
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
ご
来
賓
の
皆
さ
ま
に
は
、
と
て
も
励

み
と
な
る
温
か
い
お
言
葉
を
頂
戴
し
、
河

野
太
郎
様
は
自
民
党
で
の
会
合
終
了
後
、

急
ぎ
向
か
っ
て
く
だ
さ
り
、
会
の
終
盤
に

ウ
ク
ラ
イ
ナ
方
面
の
国
際
情
勢
を
含
め
た

ス
ピ
ー
チ
に
て
激
励
を
賜
り
ま
し
た
。

　

ま
た
前
会
長
退
任
式
・
新
会
長
就
任
式

が
行
わ
れ
、
令
和
３
年
度
会
長 

宝
蔵
寺

賢
君
よ
り
１
年
間
の
感
謝
と
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
へ

の
想
い
が
述
べ
ら
れ
、
令
和
４
年
度
会
長 

水
島
聡
子
君
か
ら
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
Ｒ
ｅ

ｇ
ａ
ｉ
ｎ
」
〜
こ
こ
ろ
躍
る
笑
顔
あ
ふ
れ

　

議
事
で
は
規
約
に
よ
り
水
島
会
長
が
議

長
に
つ
き
第
１
号
、
２
号
議
案　

令
和
３

年
度
事
業
報
告
、
及
び
令
和
３
年
度
収
支

決
算
書
に
つ
い
て
令
和
３
年
度
事
務
局
長 

杉
山
公
彦
君
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
第
３
号
議
案　

理
事
追
加
選
出
、
第

４
号
、
５
号
議
案
で
は
令
和
４
年
度
事
業

計
画
及
び
収
支
予
算
書
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
令
和
４
年
度
専
務
理
事 

杉
山
君
よ

り
説
明
が
な
さ
れ
、
各
号
異
議
な
く
拍
手

を
も
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
度
最
初
の
事
業
を
、
沢
山
の
方
に
支

え
て
い
た
だ
き
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
の
皆
さ
ま

に
も
多
く
ご
出
席
い
た
だ
き
、
コ
ロ
ナ
渦

に
も
関
わ
ら
ず
盛
会
裏
に
終
了
致
し
ま
し

た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

総
務
委
員
会　

理
事　

小
泉
光
哉

る
平
塚 
Ｙ
Ｅ
Ｇ
〜
、
今
年
度
へ
の
強
い

意
気
込
み
、
抱
負
を
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
４
月
定
例
会

通
常
会
員
総
会　

開
催
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株式会社ローリー 徳延店
店長 若 葉 　 操さん

　旭地区 徳延におきまして1991年12月より総合衣料品
小売りを運営しております。店舗名はファッションハウス
ローリィ徳延店と申します。
　婦人・紳士・子供・ベビーのアウター衣料品を中心に他
にもパジャマ・肌着＆靴下や軽寝具からタオル類・文具や
玩具などの雑貨を販売しております。商工会議所様に加入
するきっかけはスターライトポイントの取り扱いを始めた
ことにより接点が生まれ各種情報なども提供していただけ
るのでこの度加入させて頂きました。普段はSNSで届く
情報や会報などを大変参考にさせて頂いております。
　当社は雇用の創出と地域密着企業を目指しており、各
店・各部門に複数名の営業担当者を配置し、その担当がバ
イヤーを兼務することにより日頃からお客様や地域の従業
員とコミニュケーションを取りその情報も仕入れに生かす
ことによりご来店されるお客様の要望に沿った品ぞろえや
商品手配を行っております。効率ありきではなく、安物を
安くではなくお客様を笑顔に出来る商品＆価格提案を行っ
ております。トレンド面から結果的にその年の新モデルを
販売する傾向が強いですが新商品をいかにお安くをしっか
り考え多売ではなくても薄利にて販売しております。
　これからも平塚市を中心としたお客様のご要望に応えつ
つ従業員の雇用も更に創出し商工会議所様からの情報や助
言を元により一層にぎやかな平塚市になるよう努力して参
りますのでよろしくお願い致します。

■株式会社ローリー 徳延店
〒254－0902　平塚市徳延207
TEL：0463－32－8764　営業時間：AM10時～ＰM７時
URL：https://rolly.co.jp/ 

■株式会社古賀電子
〒254－0018　平塚市東真土2－5－3　TEL：0463－51－3345
定休日：土曜日・日曜日　営業時間：9:00～18:10
URL: https://www.kogadenshi.co.jp/

●古賀電子・基板実装動画チャンネル▶

株式会社古賀電子
常務取締役 古 賀 徹 也さん

　平塚市東真土国道129号線近くで電子機器の受託製造

（いわゆる「はんだ付け」）の仕事を行っています。

　製品としては、鉄道関連や特殊カメラなどの中に入る基

板を作っており、BtoB（企業様からのご依頼）でのお取

引が中心です。

　平塚商工会議所様には、展示会への出展や「ザ・ビジネ

スモール」などのインターネット媒体を使った受発注商談

の機会、これに伴う動画作成や営業強化セミナーのご支援

などをいただき活用させていただいております。

　昨今、電子部品の軽薄短小化が進み、若手技術者への育

成ならびに技術承継が急務となっていますので、商工会議

所様のお力添えをいただき

地元平塚の若者の新規採用

に繋げていけたらと期待し

ております。何卒よろしく

お願い申し上げます。

平塚商工会議所会員さんクローズアップ！
わが街の素敵なお店・会社の紹介

●地域総合経済団体である商工会議所の組織力を高め、地域の未来を創造しましょう！

会員増強キャンペーン実施中！
  平塚市内のお知り合いの事業者さま・お取引先さまをご紹介下さい。

平塚商工会議所は皆様の経営を寄り添ってサポート致します。　　お問合せ：業務課22-2510

平塚商工だより　第703号　令和４年６月１日㈬
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●相続手続●遺言作成
●成年後見●終活支援

旧相模小学校の利活用に係る御意見を
募集します（民間事業者向け）

平塚市では、旧相模小学校の土地及び建物（敷地約
15,000㎡）について、民間事業者への売却等を検討
するに当たり、サウンデイング型市場調査（個別対話）
を実施します。民間事業者の皆様の経験や発想から
「こんな方法で跡地を活用したい！」「こんな条件であ
れば利活用出来そう…」といった意見がありましたら、
是非お聞かせください。

申込期間　令和４年４月15日㈮から６月30日㈭

申込方法　市ウェブサイトにある「参加申込書」
「対話シート」を電子メールで提出

問合せ先　平塚市 資産経営課
TEL 0463－21－8763
※詳細は、市ウェブサイトにある「実施
　要領」をご覧ください。

※申込後、個別対話の日時を4/22から7/20の間で
　個別に調整します。

ネーミングライツと
クラウドファンディングにご協力を

ネーミングライツと
クラウドファンディングにご協力を

総合公園に、障がいの有無
にかかわらず、子どもたち
が楽しく安全に一緒に遊べ
るインクルーシブ遊具を備
えた「みんなの広場」を整
備します。

★ネーミングライツ（６月30日㈭まで募集）
みんなの広場に愛称を付けて企業名や商品
名の宣伝ができます。詳細は、市ウェブに
ある「募集要項」をご覧ください。
（平塚市資産経営課 0463－21－8763）

★クラウドファンディング（７月26日㈫まで募集）
インターネット上で寄付を募り、みんなの
広場の整備費用に充てます。詳細は、市
ウェブをご覧ください。
（平塚市総合公園課 0463－35－2233）

ネーミングライツ
市ウェブ

クラウドファンディング
市ウェブ

「企業合同就職面接会」 参加事業所を募集します‼「企業合同就職面接会」 参加事業所を募集します‼
合同就職面接会は、求職者と求人企業との交流の場です。

求職者と直接話すことが出来る当面接会に参加し、新戦力の確保や自社の㏚をしませんか？

場　　　　　所：平塚駅 駅ビル ラスカ平塚６階 ラスカホール
内　　　　　容：各ブースで、求職者に自社の説明及び採用面接会をしていただけます。
参加条件・要件：労働・社会保険を完備していること。

●雇用形態は、正社員を１職種以上含むこと。　　●トライアル雇用制度は利用できません

平塚市役所 産業振興部 産業振興課　TEL 0463－21－9758
平塚商工会議所 地域振興課　TEL 0463－22－2512

【募集期間】令和４年６月６日㈪～７月１日㈮

日時 令和４年９月14日㈬、15日㈭
（１日目）14時～16時　　（２日目）10時30分～16時

※二部制：10時30分～12時30分、14時～16時

【申込先／お問合せ】
詳細はこちらです▶

６
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TEL 0463－22－0201　FAX 0463－23－2590

電気料金の見直しで経費削減しませんか？
”東京電力のお客様”月々の電気代の削減が見込めます。

店 舗 工 場事務所

人間関係、対人関係で
ストレスを抱えている方
人間関係、対人関係で
ストレスを抱えている方

0463－58－8740

心とことばの研究所

湘南話し方センター

話す力・聞く力・伝える力

★ 随時開催 ※相談時間30分程度

★ 随時開催 ※相談時間90分程度

★ 随時開催 ※相談時間30分程度

★ 上記カレンダーの「事業再起よろず相談窓口」にて対応
　いたします。

★ 6日㈪・20日㈪ ※相談時間30分

★ 3日㈮・10日㈮・17日㈮・24日㈮ ※相談時間30分
※平塚商工会議所を会場とし、オンライン会議システムを用いて日本政策金融
　公庫職員とリモートによる面談を行います。

★ 10日㈮ ※相談時間30分

★ 1日㈬ ※相談時間30分

★ 随時開催 ※相談時間60分

専門家による定期相談のお知らせ

◆ご利用方法◆
ご相談（★）は予約制となっておりますので、事前に下記までお申込み下さい。なお、相談料については無料です！ 
平塚商工会議所 地域振興課  TEL.0463－22－2512／ FAX.0463－24－0079
※相談時間枠を超える相談及び業務を直接依頼される場合は別途費用が掛かります。

相談日相談事項 相談内容（例）

法 律 相 談

創 業 相 談

税 務 相 談

働き方改革相談

経営・労務相談

事 業 承 継 相 談

特 許 相 談

金 融 相 談

製造・技術相談

●契約上の留意点・取引上のトラブル
●事業に係る法的な相談　等
●事業計画書の作成方法について ●開業資金の借入方法について
●各種創業支援策について　等
●帳簿のつけ方や申告の方法 ●事業に係る相続の問題
●株式会社等を設立するには?　等

●新製品やアイデアの特許をとるには？　等

●事業資金に関する相談　等

●残業時間の上限規制 ●年次有給休暇の時季指定義務
●働き方改革関連助成金　等
●事業プランを見てもらいたい ●資金の運用面や企業の体質を改善するには？
●人事・労務管理等のアドバイスが欲しい　等
●事業承継の進め方 ●自社株式等資産の承継
●事業承継計画策定　等

●生産管理や製造・技術等について

６６月

●商工会議所商業部会 正副部会長・関係議員会議　　●商工会議所運輸観光部会 
正副部会長・関係議員会議　　●日商簿記３級受験対策講座
●商工会議所6月定例常議員会　　●商工会議所青年部 第3回役員会
●事業再起よろず相談窓口

●商工会議所女性会 役員会　　●神奈川県商工会議所共済推進会議

●商工会議所工業部会 正副部会長・関係議員会議　　●商工会議所建設業部会 正副
部会長・関係議員会議　　●事業再起よろず相談窓口　　●平塚逸品研究会　

●商工会議所文化情報サービス部会 正副部会長・関係議員会議　　
●商工会議所食料品部会 正副部会長・関係議員会議　●事業再起よろず相談窓口

●関東商工会議所連合会理事会・総会　 　●事業再起よろず相談窓口

●平塚創業塾2022②

●内外情勢調査会平塚支部懇談会

●第161回商工会議所簿記検定試験

●事業再起よろず相談窓口　　●平塚市観光協会七福神総会

●平塚創業塾2022①

●商工会議所組織活性化委員会　　●日商簿記３級受験対策講座
●神奈川西部職業能力開発推進協議会 理事会・定期総会

●商工会議所会館管理運営委員会　　●事業再起よろず相談窓口
●日商簿記３級受験対策講座　　●平塚市異業種研究会定時総会　

●事業再起よろず相談窓口

●事業再起よろず相談窓口　　●神奈川労働局要望活動

●神奈川県商工会議所女性会連合会総会　　●商工会議所青年部 6月定例会
●平塚逸品研究会(勉強会)

●事業再起よろず相談窓口

●平塚商工会議所第137回通常議員総会　　●商工会議所青年部第４回三役会
●事業再起よろず相談窓口　　●平塚市中小工業会定時総会

●事業再起よろず相談窓口　　●湘南地域商工会議所会頭及び商工会会長会議

●平塚創業塾2022④　　●平塚市観光協会ひらつかタマ三郎周遊船

●商工会議所青年部第4回役員会　　●事業再起よろず相談窓口
●㈱湘南平塚コミュニティ放送 定期株主総会

●神奈川県商工会議所連合会定時総会

●事業再起よろず相談窓口

●平塚創業塾2022③
●湘南ベルマーレ VS FC東京(レモンガススタジアム平塚)

●第225回商工会議所珠算検定試験
●湘南ひらつかふれあいマーケット（平果地方卸売市場）　
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ホームページ https://www.hira-kyosai.org/

環境に配慮したENEOS製
品を製油所からの大型ロー
リー直送また弊社の平塚オ
イルヤードより小型ロー
リーにて工場・施設の皆様
へお届けしております。

http://www.sagami-oil.co.jp

貸会議室のご案内貸会議室のご案内
平塚商工会議所は講演会、研修
会、会議、商談、面接、展示会
（ただし即売は禁ず）等、人数・
用途に合わせてご利用いただけ
る、大ホール、中小会議室を備
えております。
ぜひご利用くださいますようお
願い申し上げます。

大ホール 第１会議室

第３会議室 特別会議室

第２会議室

和 室

平塚商工会議所会員事業所の方は、
通常料金の３割引にてお貸出しをしております。

※現在、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
収容可能人数を変更しておりますので、HP等で
ご確認下さい。

●第１、第２会議室は仕切りを外し両方
　使用していただく事もできます。

【問い合わせ先】平塚商工会議所 総務課　℡0463－22－2510 検索平塚商工会議所　貸会議室

労働保険のお知らせ
令和４年度・労働保険（労災保険・雇用保険）の
確定・概算申告と保険料等の納付はお早めに。

お問い合わせは
　神奈川労働局 総務部 労働保険徴収課

電話 045－650－2803

申告・納付期間は

６月１日㈬～７月11日㈪です。

検索労働保険の電子申請

労働保険の申請は便利な電子申請で！

詳しい内容はこちらから

労働保険の電子
申請特設サイト

ｅ-ＧＯＶ

【インクルーシブ教育実践推進校とは】
神奈川県では、共生社会の実現をめざして、すべての子どもができ
るだけ同じ場で共に学び、共に育つインクルーシブ教育を推進して
います。高校段階では、インクルーシブ教育実践推進校を指定し、
知的障がいのある生徒が高校で学ぶ取組を進めています。

【インクルーシブ教育実践推進校 】（14校）
（横浜・川崎）城郷高校　霧が丘高校　上矢部高校　川崎北高校
（横須賀三浦・湘南）津久井浜高校　湘南台高校　茅ケ崎高校
（中・県西）二宮高校　伊勢原高校　足柄高校
（県央・相模原）厚木西高校　綾瀬高校　上鶴間高校　橋本高校

【将来の社会接続に向けた学習】
インクルーシブ教育実践推進校では、知的障がいのある生徒の将来
の社会的自立に向け、夏季休業中等において、 “働く体験活動” を
行っています。体験活動の充実のため、事業所様の可能な範囲での
ご協力をお願いいたします。不明な点はどうぞ下記問合せ先までご
遠慮なくお知らせください。

〇問合せ先
各実践推進校のインクルーシブ教育推進担当者・進路担当者
または神奈川県教育委員会インクルーシブ教育推進課
電話045－285－1022（直通）

インクルーシブ教育実践推進校の
“働く体験活動”にご協力ください

７
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